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木造注文住宅を手がける株式会社アキュラホーム（本社：東京都新宿区、社長：宮沢俊哉）が、世界初・

開発に成功した木のストローの物語が、扶桑社より出版されることになりました。発売日は 10 月 16 日です。 

 

アキュラホームは、木を活かす・守る活動の一環として、環境問題化しているプラスチックごみ問題、森

林保全にも貢献可能である木のストロー開発に着手。日本の匠の技である、カンナ削りの技術を駆使して

世界で初めて木のストローの開発・量産化に成功しました。現在は、地域の木材を使用し、地域の高齢者、

障がい者に制作を担っていただくなど、「地産地消モデル」を確立し、雇用の創出にもつなげています。木

のストローは、２０１９年に開催された G20 のすべての会合で採用されたほか、ウッドデザイン賞、グッドデ

ザイン賞、地球環境大賞など、数々の賞を受賞。大きな注目を集め、環境に貢献できるアイテムとしてホテ

ルや空港での導入も実現しています。そして、この度アキュラホームが木のストローの開発から普及に至る

まで、さらには現在までの木のストローをとりまく様々な物語を描いた本が扶桑社より出版が決定しました。 

 

1. 登場人物や会社はほぼ実名の本格ドキュメンタリー作品 ～読むと貴女（あなた）も挑戦したくなる～ 

主人公は著者である、広報担当の女子社員。建築やものづ

くりに縁の遠い、環境問題もド素人の本社勤務女子社員が、

間伐材再利用と廃プラ問題解決のため、世界初木のストロ

ーの開発に立ち上がりました。社内の反発、失敗続きの試

作品、記者会見当日の大トラブルを乗り越え、木のストロー

が生まれるまでの成功秘話と心の葛藤を綴っています。挫

折しそうなときに、助けてくれた仲間や上司、ひどく傷つけら

れた一言、逆に元気づけられた言葉など、若い女性の視点

で赤裸々に体験談を語る全部実話の本格ドキュメンタリー。 

 

地球環境に貢献する会社の追い求める理想を、1 本の木の

ストローへの挑戦から実現させた物語です。アキュラホーム

では、SDGs 活動、ESG 経営をさらに推進し、環境貢献企業

として地球環境問題に取り組んでまいります。 

 

2. 書籍「木のストロー」の概要 

発売日  2020年 10月 1６日（金） 

著者   アキュラホーム 西口彩乃 

出版社  扶桑社 ／ 価格  1,400円（税抜） 

 

3. 第 29回地球環境大賞 農林水産大臣賞受賞 10月 10日にフジテレビで特別番組放送が決定 

地球環境問題に取り組む企業として、木のストローの普及活動が第 29 回地球環境大賞 農林水産大

臣賞を受賞しました。特別番組が下記日程で放送が決定しております。ぜひご覧ください。 

・地上波  2020年 10月 10日（土）14:30〜15:25放送  関東ローカル（１都６県） 

・BS フジ 2020年 10月 18日（日）14:00〜14:55放送 

 

＜本件について報道関係からのお問い合わせ先＞ 

株式会社アキュラホーム 広報課 堀越・西口 （堀越：090-7843-6574／西口：080-8483-6963） 

TEL ：03-6302-5010  FAX ：03-5909-5570  Email：aqura_pr@aqura.co.jp   

●写真データは右記よりダウンロードすることができます。 http://www.aqura.co.jp/news.html 

ド素人女子社員が挑んだ世界初のストロー開発 

ドキュメンタリー書籍「木のストロー」 

10月 16日扶桑社より出版決定 
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はじめに（環境ジャーナリスト 竹田有里） 

 

（一章） それは一本の電話から始まった 

一本の電話 

役員の強い反対 

晴天の霹靂と三つの提案 

「すっぽんみたいだ」と言われても 

どん底から営業トップに 

東京への異動、そして広報へ 

名刺を投げられた記者クラブ 

新たな悩み 
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（寄稿 1）導入までの道のり 山﨑宗紀（前ザ・キャピトルホテル 東急 副総支配人） 
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（寄稿 2）世界で初めて、木のストローを導入して 末吉孝弘（ザ・キャピトルホテル 東急 総支配人） 

 

（五章） G20で一変した立ち位置 

トランプ大統領に木のストローを 

G20の幕開け 

木のストローの人を呼び込む力 

業界内での会社の立ち位置が変わる 
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（寄稿 3）一本のストローの価値 勝俣孝明（衆議院議員、元環境大臣政務官（第四次安倍改造内閣）） 



 

（六章） 木のストローがつくる未来 

地産地消モデル 

二回目の記者発表 

木のストローが SDGsに昇華した日 
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（寄稿 4）次世代に伝える 高橋知宏（横浜市温暖化対策統括本部 SDGs未来都市推進課課長） 

 

おわりに（環境ジャーナリスト 竹田有里） 


